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【
西
日
本
新
聞
・
３
月
７
日
】
佐
賀
県
沖
で

の
今
季
の
ノ
リ
養
殖
に
つ
い
て
、
県
有
明
海

漁
協
は
６
日
の
運
営
委
員
長
支
所
長
会
議

で
、
４
月
１
０
日
ま
で
に
ノ
リ
網
を
海
か
ら

上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。
支
柱
撤
去
は
同
２

～
１
６
日
。
赤
潮
の
大
量
発
生
な
ど
海
況
の

悪
化
に
よ
り
、
支
柱
撤
去
は
昨
季
よ
り
約
１

週
間
早
ま
っ
た
。
最
終
入
札
会
は
同
１
６

日
。 県

有
明
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

２
月
下
旬
か
ら
赤
潮
が
県
沖
全
域
に
広
が

り
、
ノ
リ
の
成
長
に
必
要
な
栄
養
塩
が
低
下

し
、
ノ
リ
の
色
落
ち
が
発
生
。
ノ
リ
の
細
胞

を
破
壊
す
る
赤
腐
れ
病
も
全
域
で
見
ら
れ

る
と
い
う
。 

海
況
悪
化
を
受
け
、
５
日
の
入
札
会
で
は

平
均
単
価
が
前
年
同
期
比
１
円
４
６
銭
安

い
６
円
５
３
銭
と
「
苦
戦
」
。
今
後
も
改
善

は
見
込
め
ず
、
ノ
リ
の
乾
燥
に
必
要
な
原
油

も
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
養
殖

業
者
は
既
に
網
を
上
げ
始
め
て
い
る
と
い

う
。 

【
共
同
・
３
月
９
日
】
農
林
水
産
省
は
８

日
、
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
（
長
崎
県
）

の
開
門
調
査
に
向
け
、
中
央
干
拓
地
に
建

設
す
る
海
水
淡
水
化
施
設
の
国
際
一
般
競

争
入
札
を
、
５
月
１
０
～
１
４
日
に
実
施

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
１
５
日
に

開
札
す
る
予
定
。
開
門
調
査
に
反
対
す
る

長
崎
県
の
関
係
者
は
批
判
を
強
め
そ
う

だ
。
淡
水
化
施
設
は
開
門
調
査
で
不
足
す

る
干
拓
地
の
農
業
用
水
を
確
保
す
る
。
２

０
１
３
～
１
４
年
度
の
建
設
費
は
約
２
４

０
億
円
。
農
水
省
は
、
１
０
年
の
福
岡
高

裁
確
定
判
決
で
、
今
年
１
２
月
ま
で
に
開

門
調
査
を
始
め
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
１
３
年
度
政
府
予
算
の
成
立
が
遅

れ
れ
ば
日
程
が
ず
れ
込
む
可
能
性
も
あ
る

が
、
調
査
開
始
ま
で
に
主
要
な
工
事
を
終

わ
ら
せ
る
方
針
だ
。 
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の
稚
貝
や
稚
魚
の
適
切
な
放
流
地
を
研

究
す
る
。 

本
年
度
２
月
補
正
予
算
案
で
も
、
有

明
・
玄
海
の
漁
場
の
整
備
開
発
を
実
施
。

有
明
海
関
連
で
は
、
塩
田
川
河
口
か
ら
幅

４
０
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
最
大
で
１
・
２

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
４
キ
ロ
の
溝
を
海
中

に
造
成
。
ノ
リ
の
成
長
に
必
要
な
栄
養
塩

を
含
ん
だ
河
川
水
を
沖
に
導
く
ほ
か
、
潮

流
を
変
化
さ
せ
赤
潮
発
生
を
招
く
植
物

性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
滞
留
を
防
ぐ
。
海
底

の
土
砂
や
流
木
な
ど
を
掘
り
起
こ
し
て

回
収
し
、
有
明
海
再
生
の
鍵
を
握
る
と
さ

れ
る
二
枚
貝
が
生
息
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
も
進
め
る
。 

水
門
を
開
け
環
境
再
生 

９
０
年
代
後
半
に
、
タ
イ
ラ
ギ
な
ど
の
魚

介
類
の
漁
獲
が
減
少
。
魚
類
の
生
育
場
所

で
あ
る
諫
早
湾
を
潰
し
た
の
だ
か
ら
当
た

り
前
。
水
門
を
開
け
れ
ば
案
外
早
く
生
き

物
た
ち
が
諫
早
湾
の
環
境
を
再
生
さ
せ
て

く
れ
る
。 

よ み が え れ ！  
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よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

【
佐
藤
正
典
教
授(

鹿
児
島
大
学)

】
韓
国

南
部
の
順
天(
ス
ン
チ
ョ
ン)

市
に
学
ぶ

干
潟
保
全
政
策
。
干
潟
保
全
の
結
果
、
年

間
３
０
０
万
人
が
来
訪
し
て
い
る
。 

 

行
政
が
主
導
し
市
民
と
連
携
。
「
環
境

復
元
都
市
イ
サ
ハ
ヤ
」
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
。
人
が
一
歩
下
が
る
こ
と
に
よ
る
干
潟

の
環
境
復
元
と
防
災
が
必
要
。 

韓
国
・順
天
市
に
学
ぶ 

今
季
ノ
リ
養
殖 

４
月
１
０
日
ま

で 

佐
賀
県
有
明
漁
協
決
定 

【
西
日
本
新
聞
・
２
月
２
４
日
】
国
営
諫

早
湾
干
拓
事
業
（
長
崎
県
諫
早
市
）
の
潮

受
け
堤
防
排
水
門
の
５
年
間
常
時
開
門
を

命
じ
た
福
岡
高
裁
判
決
は
、
開
門
期
限
が

１
２
月
。
高
級
二
枚
貝
タ
イ
ラ
ギ
の
不
漁

や
色
落
ち
が
続
く
ノ
リ
の
養
殖
…
。
漁
業

不
振
と
排
水
門
締
め
切
り
に
因
果
関
係
は

あ
る
の
か
。
長
崎
側
が
強
固
に
反
対
す
る

中
、
開
門
へ
“
正
念
場
”
の
今
年
、
佐
賀

県
は
独
自
に
有
明
海
調
査
を
行
う
。 

２
０
０
９
年
度
か
ら
佐
賀
県
は
有
明
海

再
生
に
取
り
組
む
が
、
開
門
に
伴
う
潮
流

な
ど
の
変
化
を
想
定
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
主
だ
っ
た
。 

こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
１
３
年
度
は
海
況
調

査
に
本
格
的
に
着
手
す
る
。
現
在
、
国
は

開
門
に
向
け
て
有
明
海
の
６
０
地
点
で
事

前
の
環
境
調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、

佐
賀
県
は
湾
奥
部
の
調
査
が
不
十
分
と
判

断
。
佐
賀
県
西
南
部
沖
の
１
５
地
点
で
５
、

６
月
ご
ろ
か
ら
１
８
年
度
ま
で
年
５
回
、

底
生
生
物
の
種
類
や
個
体
数
、
水
質
を
調

べ
る
。
ノ
リ
養
殖
で
は
、
赤
潮
が
発
生
す

る
佐
賀
県
西
南
部
の
養
殖
場
で
潮
流
や
流

速
も
検
証
す
る
。
独
自
調
査
の
狙
い
に
つ

い
て
佐
賀
県
は
「
開
門
効
果
の
知
見
を
得

て
、
国
に
提
言
す
る
際
の
科
学
的
根
拠
に

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。 

一
方
、
佐
賀
県
有
明
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

（
小
城
市
）
の
養
殖
技
術
確
立
事
業
を
継

続
。
タ
イ
ラ
ギ
や
ア
ゲ
マ
キ
、
エ
ツ
な
ど 

有
明
海
再
生
「
正
念
場
」

で
独
自
調
査 

佐
賀
県 

 

淡
水
化
施
設
５
月
に
入
札 

【
田
北
徹
名
誉
教
授(

長
崎
大
学)

】
１
９ 


